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尿路性器感染症に対す るPiromidic acidの 使 用経 験
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(主任:仁 平寛巳教授)

1　 は じめ に

基本骨格にpyridopyrimidine環 を有 し,Nalidixic

acid以 外の化学療法剤 および抗生物質と交叉耐性を示

さず,主 としてグラム陰性菌に有効であ るPiromidic

acid(5,8-Dihydro-8-ethy1-5-oxo-2-pyrrolidinopyrido

〔2,3-d〕pyrimidine-6-carboxylic acid)の 提供を大 日

本製薬株式会社よ り受けて,尿 路性器感染症に使用した

のでその使用成績を報告する。

2　 症例および投与方法

広島大学医学部付属病院泌尿器科を受診 した外来およ

び入院患者で,単 純な尿路性器感染症 と合併症を有する

複雑な尿路感染症患者の計26名 を対象とした。男子10

例,女 子16例 であ り,患 者の年齢は16才 から81才 で

ある。単純な尿路性器感染症としては急性膀胱炎9例,

急性腎孟腎炎2例,急 性前立腺炎1例,精 の う腺炎1例

の13例,複 雑な尿路感染症としては腎,尿 管結石に合

併 した慢性腎孟腎炎4例,尿 管皮膚痩術後の慢性腎孟腎

炎2例,前 立腺肥大症に合併した慢性膀胱炎2例,前 立

腺摘除術後の慢性膀胱炎3例,前 立腺癌に合併 した慢性

膀胱炎1例 お よび 水腎症に合併 した慢性腎孟腎炎1例

の13例 である。

投与方法は1日 量を6～9cap.(1,500～2,250mg)と

して3回 に分け,食 事直後に内服させた。内服期間は一

応7日 間を予定 し,内 服をはじめて4～5日 後に治療効

果がみられるか どうかを観察し,こ の時点で効果が全 く

みられない症例や副作用が認められた症例は投薬を中止

して他の薬剤に変更した。

3　 効 果 判 定

尿路感染症に対する治療効果の判定は,自 覚症状の改

善 と尿検査成績および細菌学的検査成績の改善 したもの

を著効,自 覚症状の改善 と尿検査成績または細菌学的検

査成績のいずれかが改善 した ものを有効,自 覚症状およ

び他覚所見ともに改善のみられない場合を無効とした。

性器感染症については自覚症状および検査成績の改善 し

たものを著効,自 覚症状の改善したものを有効,治 療効

果のみられなかつたものを無効とした。

4　 使 用 成 績

単純な尿路性器感染症13例 中では著効9例,無 効4

例 であつた(表1)。 複雑な尿路感染症の13例 中では著

効2例,有 効4例,無 効7例 であつた(表2)。

各疾患に対するPiromidic acidの 効果をみると(表

3),急 性膀胱炎では7例 が著効,2例 が無効,急 性腎

孟腎炎では1例 が著効,1例 は無効,前 立腺炎は1例 が

著効,精 のう腺炎は1例 が無効,慢 性腎孟腎炎は2例 が

著効,1例 が有効,4例 が無効であつた。慢性膀胱炎で

は3例 が有効,3例 は無効であつた。

起炎菌別の 治療効果をみると(表4), E. coliに 対

しては8例 に著効,3例 に有効,7例 は無効であつた。

Proteusに 対 しては著効1例,無 効4例, Klebsiella

に対 しては2例 ともに無効,Enterococcusは2例 とも

に無効,St. epidermidisお よびRettlgerellaは 各1

例 で著効および有効であつた。

5　 副 作 用

副作用については2例 に内服2日 後ごろから胃部不快

感,胃 部痛の訴えがあ り,そ のうちの1例 は4日 間の内

服でこれらの症状が強くて内服を中止せざるをえなくな

り,他 の1例 は7日 間の内服が継続できた。その他2例

に内服後舌のにがみを訴えたが,内 服は継続できた。

6　 総括ならびに考案

尿路感染症の起炎菌についての報告は枚挙にいとまの

ないほど多数みられる。尿路感染症におけるグラム陰性

桿菌の占める割合はきわめて高い。古い報告ではグラム

陽性球菌がかなりの割合を占めていて,大 越らによると

東大泌尿器科における桿菌類と球菌類の比は1955年 に

48.2%:51.8%で あ るのに,1962年 には77.3%:22.6

%に なつている。 すなわち,尿 中細菌の定量培養法が

普及するにつれて,検 出された球菌の多くがcontami-

nationで あ ることが判明してからは,い ずれの報告に

おいても尿路感染症の大部分はグラム陰性桿菌が起炎菌

であることが指摘されている。したがつてグラム陰性菌

に有効で,し か も内服により尿中に高濃度に排泄される

Piromidicacidは 尿路感染症に使用してその効果が十

分期待できるものと考えられ る。そ こでわれわれは単純

な尿路性器感染症13例 および合併症を有する複雑な尿

路感染症13例 に対 してその臨床成績を検討してみた。

単純な尿路性器感染症 では13例 中9例(69%)は 臨
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表1　 単純な尿路性器感染症に対する効果

* 精 液所見

表2　 複雑な尿路感染症に対する効果
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床的に有効であつたと考えられ,合 併症を有する複雑な

尿路感染症13例 中では著効2例,有 効4例,無 効7例

であつた。 この成績をわが国でのNalidixic acidの 臨

床成績 と比較 してみると,大 越はグラム陰性桿菌群によ

る尿路感染症37例 中64%が 治癒,西 浦 らは単純な尿路

感染症11例 中7例 に 著効を,複 雑な尿路感染症9例 中

著効1例,有 効3例,や や有効3例,無 効2例 とい う成

績を得てお り,わ れわれがPiromidic acidに ついて得

た成績とほぼ一致している。多 くの急性膀胱炎は安静を

守 り刺激性食物の摂取を避け,水 分を十分摂取するとい

う古典的な一般的療法により1～2週 間で自然治癒する

(ALKEN)が,わ れわれの経験 した急性膀胱炎症例の多

くがPiromidic acid内 服後3～4日 で 自覚症状は消失

し,1週 間の内服で他覚的にも完全に治癒している点か

らみると,や は りその効果は大きいものと考える。

一方
,尿 中細菌の消失に対するPiromidic acidの 効

果をみたところ,E. coliの 場合18例 中11例 に効果を

認めたが,こ の点も先に教室の伊藤がNalidixic acid

に よる大腸菌群に対する効果を報告した成績によれば,

13例 中9例 に効果をみており,ほ ぼ同様な成績となつて

お り,尿 路感染症,特 に大腸菌群に対 してはPiromidic

acidは 有効な薬剤であると考える。

副作用として1例 に内服4日 で投薬を中止せざるをえ

ない胃症状がみられたが,内 服を中止することにより自

然に症状は軽快 した。

以上の結果からPiromidic acidは グラム陰性桿菌,

特に大腸菌群による単純な尿路感染症に対して有効な薬

剤であると考える。

(本研究に当たりご指導,ご 校閲を賜わつた仁平寛巳

教授に深謝するとともに,資 料提供を受けた大 日本製薬

株式会社に深謝する。)
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Piromidic acid, a new synthetic antibacterial agent, was applied to 26 in-and out-patients suffering from 

simple or complicated genito-urinary infections. The drug was orally administered at doses of 1, 500

～2
, 250  mg/person/day for 7 days. Effectiveness was confirmed in 9 of 13 cases of the simple infections

and in 6 of 13 cases of the complicated ones. Escherichia coli, a main causative bacterium, responded 

well to the drug. Gastric disturbance was observed in 2 cases, in one of which administration was 

discontinued.

表3　 Piromidic acidの 臨 床 効 果

表4　 Piromidic acidの 起 因 菌別 効 果


